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第43回地盤工 学研究発表会

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ン

【DS− 1 地震
・
洪水 に よ る 地盤災害 を防 ぐた め に

一
地盤工 学会からの 提言

一
】

　地盤工 学会 60周年記念事業 の
一

環 で あ る表記特別委

員会 が，活動 の 中 間 報告 と支 部 ・会 員か らの 意見 を 伺 う

た め に 開催 した 。災 害被害の 調 査 報告で は な く地 味 な

テ
ー

マ と 思わ れ た が ，300人 以 上 の 方が 参 加 し本委員会

の 意義は 高 い こ とが 認識 で きた。次 の よ うな貴重 な 意見

を い た だ い た 。 地震や 洪 水 ・豪雨 の 被害調査 で 終 わ るの

で は な く，それ で 得た 教訓を生 か し，復旧
・
復興，耐災

診断 ・補強，耐災設計，防災等 で の 地盤 工 学を生か した

社 会 へ の 提 案
・提 言，知 識 情 報 の 周 知 ，市民 教 育 等が で

き る 恒常的体制 が 地 盤工 学会本部 に 必 要 で あ る。こ の よ

う な学 会活動 は，国 ・地 方 公 共 団体 の 自然 災害対策の 促

進の 後押 し に な り，大 い に 進め て欲 し い 。

　　　　　　　　　 （文責 ： 東京理 科大 学　龍岡文夫）

【DS − 2　 JGS 原 位置 デ ータ ベ ース と そ の 利 用 】

　岩 盤 物 性 は 原 位 置 試験 を 基 に決 め る。しか し，試験 は

ダム ， 原子力 発電 所 な ど大 型 プ ロ ジ ェ ク トに 限 られ トソ

ネ ル ，斜面 な ど で は 経済面 で ほ ぼ 実施 不 可 能 で あ る 。

「JGS岩盤 の 工 学的分類 と原位置岩盤物性 に 関す る委員

会」 は 国 ・地 方 自治体 ・電力会社 の ご協力 を 得 て 約200

の プ ロ ジ ェ ク トか ら岩盤 変 形 試 験 ，プ レ ッ シ ャ
ーメータ

試験，せ ん 断試験 （各1000 点強） の デー
タ を 収集 し，

データ ベ ー
ス シ ス テ ム 〔2008年度 版 〕 を 構築 し た 。 こ

の 試 み は 我 が 国 で 初 め て の も の で 岩盤 区分 は
“
JGS工

学的分類方法
”

に 基づ く。今後の 極めて 重要な資料 とな

る と思 わ れ る 。 ヒ記 委員会成 果の 報 告 ，不 連 続 性 を 考 慮

した FEM 解析 に 基 づ く原 位 置 試 験 利 用 上 の 問題 の 発表

があ っ た。参加者 か ら不 連続面性状
・
地点情報 ・ボー

リ

ン グ コ ア写真な ど詳 しい 情報が必要 との 意見があ っ た。

　　　　　　 （文責 ： 埼玉 大 学 名誉教授　吉 中 龍之進）

【DS − 3 杭 の 水平載荷試験基準案】

　杭 の 水 平 載荷試験基準改定 WG の 委員よ り，同 WG

で 検討 を重 ね て き た 改定 の 本 文案お よび 解説 の 骨子 に つ

い て 紹介し，会員の 意見を求 め た 。 質問 と して ， 段 階載

荷 と連続載荷の 使 い 分け ，長期載荷 の 載荷時間 ， 動的試

験 の 扱 い などが挙げられた。また，試験 目的 に 即した結

果 の 解釈 や 利 用 法 に つ い て 解 説 に詳 述 し て欲 しい ，な ど

の 意見が 出 され た。今後，こ れ らの 意見 を参考 に ，改定

の 本 文案を 再度吟味す る と と もに解説 の 執筆を行 っ て い

く予定 で あ る 。

　　　　　　　　　　　（文責 ： 千葉大 学　中井正
一
）

【DS − 4　 男 女共同 参 画 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ン 】

　4 回 目と な る 今年度は，女 性 の 参 加 を 増や す た め に 学

会 と して どの よ うな活動 を す べ きか を考 え，官庁，企 業

な どの採用担当者 の 考 え を 聞い て 討議 を行 うこ とを 目的

と した。日本原 子 力学会理 事 の 小 川 順 子 さ ん か ら 「超 マ

イ ノ リ テ ィ 女 性 た ち の パ ワ
ー

ア ッ プ は 組織 を 超 え た連携

か ら」 と題 して ，日 木原子 力学会 に お け る 取組 み に つ い

て ご講演 い た だ い た。特 に ，学会内 に 常設委員会 を発 足

し コ ソ ス タン トに情報 を 発信 す る こ とが重 要 で あ る との

指摘が な され ，本学会 と し て も今後検討 して い く必 要 が

あ る と思わ れ る。採用担当者か らの 現状報告 と質疑 で は，

男性 も含めた ワ
ー

ク ラ イフ バ ラ ン ス の 改善 とい う視点が

必 要 との 発 表 が あ っ た。

　　　　　　　　　　　（文責 ： 広 島大学　土 田 　孝）

【DS − 5 ど うな る 【透水試験法の 国際化
一

わ が 国に影

響 を 及 ぼ す 地 盤 関連 ISO の 審議状況 と 地 盤 工 学会 の

ISO へ の 貢献
一

】（報告 ： 5 編）

　平 成 19年度 の ISO 活動 状況 （地 盤 工 学 ，地 盤 環 境 ，

ジ オ シ ン セ テ ィ ッ ク ス ） に 関 す る報 告が な さ れ た 後，現

在，ISOfTC1821SCI の 中 で ウ ィ
ー

ン 協定 の CEN リー

ド案件 と して CEN ／TC341 ／WG1 （地盤調査 と試験法）

で 審議中の 現場透水試験規格案を中心 に話題提供が 行わ

れ た。現場透水試験 の ISO 規格案 は 6 件あ り，い くつ

か の 点 で 我 が 国 の 仕 様 とは 異 な る部 分 が あ る こ と，特 に

ル ジ オ ソ 試験 で は い わ ゆ るル ジ オ ン 値 を試験結果 と して

評 価せ ず，新 た な 透 水 性 の 指標 が導入 さ れ て い る こ と，

試 験方法 も昇 圧
・降圧 段 階数 の 明 言 が な い な ど，我 が 国

の 手順 と異な る部分が ある こ とが報告され，参加者 か ら

活 発 な 質 疑 応 答 が 行 わ れ た。学 会 員 の ISO 活 動 に 対 す

る 関 心 の 高 さ が 伺 え，今 後 も DS を ISO 活 動 の 議論 の

場 として 活用す る 必 要｛生が 感 じ られた。

　　　　　　　　　 （文責 ： 室蘭工 業大学　木幡行宏）

【DS − 6 「首都 圏 を直下 地震 か ら守 る た め に
一

地盤工 学

か らの 提言
一

」 以降 の 研究委員 会活動，お よ び，被災経

験 と 新 し い 視点 か ら見 た 地盤工 学 の今後の 展望】（紹介 ：

1名，話題提供 ： 5 名，デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ： 7 名）

　「首都圏を 直下 地 震か ら守 るた め に」 の 提 言 以 降，関

東支部 で は 防災面 を 中心 に 4年 間 に八 つ の 研究委員会

が 実施 さ れ て きた。本 セ ッ シ ョ ン で は，  こ れ らの 活動

内容 の 「紹介」，  5 名 の キ
ー

パ
ー

ソ ン （他支部 2，関

東支部 3） に よ る 「話題 提 供 」，  「デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 」

が 行 わ れ た 。 リ ス ク マ ネ
ージ メ ソ トや BCP な ど新 しい

視点 に立 っ た 研 究 （ソ フ ト） の 重要性 と共 に，コ ア と し

て の 地 盤工 学 研 究 （ハ
ー

ド） の 大 切 さ が 確認 さ れ た。さ

らに ，学会研 究 活動 の 本 部 支 部 の 連携 や 役割 分担 に も熱

心 な 意見 交 換 が な され た。約 100名 の 参 加 者 を得て ，有

意義な 催 しで あ っ た。
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（文責 ：東亜建設工 業　岸田 隆夫）

【DS − 7 「続21世紀を創 る地盤工 学 セ ッ シ ョ ン
ー

地層処

分 に お け る地 盤 工 学一」】 （発 表 ： ア編）

　昨年度 に引 き続 き放射性廃 棄物の 地層処 分 とい う課題

に 対 して 地盤 工 学 の 位置 づ け ， 期待 さ れ る役割 に つ い て

議論す る こ とを 目的 とし，地層処分技術老 と地盤 コ匚学技

術者 よ り，話題提供 を い た だ い た。主題 は，ベ ン トナ イ

ト系人工 バ リア （緩衝材）の 力学
・水 理 挙動評価 に つ い

て の ，微視的 な メ カ ニ ズ ム と 巨視的 な現象論の 関連 で あ

っ た 。 参 加 者 は 150人 程度 と，本 課 題 に対 す る 関心 の高

さ が 伺 え，学会の 積極的 な 参画 の 必 要性 を 感 じ た 。 な お

発表 PPT ，座長総括 を，学会 HP の 技術者教育委員会

欄 〔出 に掲載 し て い る。
曲 http：〃 www ．jiban．or．jp〆organifbu ／kaiinshibubu！engedu ／

index2 ．h亡ml

　　　　　　　　　　 （文責 ： 名古屋大学　中野 正 樹）

【DS − 8　廃棄物の 地盤 工学的利 用 と 環境 リ ス ク 】（発

表 ： 6 編）

　6 編 の
一

般発表 と本 DS の 主 催委員会 で あ る 「環境 リ

ス ク 面 か ら捉 え た 廃棄物 の 地 盤工 学的利 用 に 関 す る 研究

委 員 会 」 か らの 活 動 報告が な さ れ た。一
般発 表 で は，様

々 な 廃棄物 の 地 盤 工 学的利用 と環境影 響 に 関 す る 研究 発

表 が あ っ た。主 催委員会 の 活動報告 で は，ケ ー
ス ス タ デ

ィ ，環境影響試験法 ，リス ク 問題 に 関 して の 3 年間 の

研 究 活 動 の 成 果 が 報 告 さ れ た。総 合 討 論 で は ，材 料 の 劣

化 を 考慮 した 環境影響評価の 必要性 ， イ ソ ペ ソ トリ イ 提

示 の 必要性 が 指摘 された。また 今後は，流通 も含め た

ト
ー

タル と して の シ ス テ ム 設 計 へ の 展 開が 望 ま れ た。

　　　　　　　　　　　 （文責 ： 茨城大学　小峯秀 雄 ）

【DS − 9 地盤力学 に お け る シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 手法 の 諸

問題】（発表 ： 前半 8 編，後半 8 編）

　本 セ ッ シ ョ ン は TC34 国内委員会 の 活動 の
一

環で あ

る 。 今年 度 は，国内 に お け る地 盤 力 学 の 理 論
・
解析

・
計

測技術
・
防災シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン 技術

・パ ラ メー
タ 同定手

法 の 研究 に 対 す る進展 が 順 次 紹介 さ れ，講演 ご とに 有意

義 な 質 疑 が行 わ れ た。講 演 内 容 は，前 半 が 不 飽 和 問 題 ・

相変化
・
熱移動 を含む 多柑系 の 連成理論

・
解析 とX 線

CT に よ る 可 視化技術 に 関す る もの，後半が，水〜土 連

成解析の 地震時お よび進行性破壊 の 挙動 へ の 応用 ，新し

い 変形解析手 法 の 流 動 現 象へ の 応用 ，解析 に 対 す る デー

タ 同化 （解析と観測 の 融合）の 試 み で あ る 。シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ソ の 可 能性，信頼性，限界 を 中心 に デ ィ ス カ ヅ シ ョ

ソ が な さ れ た 。広 島大 会 で 唯
一一1500 名 超 の 会 場 で の 開

催 の た め 心 配 は 多少 した が，空席 が さ ほ ど気 に な らな い

ほ ど多 くの 方 に 参加 い た だ き，地 盤 力学 上 の 本格的な 各

種取 り組みに 対す る関心 の 高さが伺 え た。

　　　　　　　　　　 （文 責 ：名 古 屋 大 学 　野 田利 弘，

　　　　　　　　　　　 名古 屋 工 業大 学　前 田 健
一

）
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【DS − 10　降雨 と地震 の複合災害 に 対する 斜面崩壊機構

と安 定性評 価 】 （発 表 ； 6編）

　委員会活動 の 報告後 に ， GIS を 利用 した ハ ザ
ー

ドマ ッ

プ技術，地 山補強上 工 法 に 関 す る 2 件 の 講 演，6 編 の
一

般発表が 行 わ れ た。GIS を 用 い た 斜面 の 危険度評価 は ，

斜面 の 破壊機構 の 分析 や，防 災 へ の 支援 ツ
ー

ル と して ，

今後 の 応用
・
発展を期待 し た い 。 ま た ， 降雨 と地震の複

合災害は，今まで に ない 新 しい 視点 で あ り，被災デ ー
タ

の 詳細 調 査 の 蓄積 が 不 可 欠 で あ る。岩 手 宮 城 内 陸地 震 に

て 甚大な 斜面災害 が発 生 した 直後の た め に，地 震 に よ る

斜面 災害へ の 関心 が 高 く，復 旧 を念頭 に 置い た 被災斜面

の 損傷度評価 と対策一」．：効果 に 関す る質疑 が あ っ た 。

　　　　　　　 （文 責 ： 長 岡技術科 学 大 学　大 塚 　悟）

【DS − 11　 レ
ー

ザ
ー

ス キ ャ ナ に よ る 斜面 地形情報取得技

術 の 高度化 とそ の 利活用】 （発表 ： 2 編）

　
一

般発表 2 編 は ， と も に 地 上 型 レ ーザーに よ る 発展

的用途 に関 す る発表 で あ っ た。操作 の 容易性 と高精度 と

い う利点 を 活 か して，今後と も地 盤工 学 に お け る多方面

で 活用 さ れ る と信 じ る。デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は，航 空

レ
ーザー

の 利点 と欠点，お よび フ ィ ル タ リソ グ 技術 の 現

状 に つ い て 詳 し く 議論 さ れ た 。昨今，直轄 の 道路や 河川

で，高密度 レーザー測 量 が 実施 さ れ て い る の で，そ れ ら

の データ を 高度 に活用 し て ， 広 域 で あ りな が ら ， 精度 の

良い 地盤移動量お よび 変動容量計測 が 実施 で きる 可 能性

に つ い て もア ピー
ル され た。

　　　　　　　　　　　（文 責 ：岐 阜 大 学 　入 嶋　厚）

【DS − 12　 コ
ー

ン貫入 試験】（発表 ： 8 編）

　
一

般発 表 4 編 と研 究 委 員会 の 三 つ の WG 報 告 （4 編）

に 続 い て ，CPT の 普 及 に つ い て 幅広 く議論 し た 。 昨年

度実施 し た CPT 一
斉試験の 結果 の 報告 と，基準化 に 向

け た 方向性 と課題 が 報告 さ れ た 。日本の 砂 礫混 じ り地 盤

へ の貫 入 を可 能 とす る貫入 装 置 の 必 要 性，発 注 者 へ の 理

解を 促す努力 ， 地 盤汚染や 環境問題 へ の 適用 とい う新機

軸 の 開拓な どが 広 く求め られ る とい う意 見が 出され た。

また住宅保証関係 の 参加者 か ら，CPT で き ち ん と設計

で き る枠 組 み を示 せ ぱ 宅 地 地 盤 な ど は 市 場 と して 有 望 で

あ る とい う指摘 が あ っ た。

　　　　　　 （文責 ：京都大学防災研究所　三 村　衛）

【DS − 13　室内せ ん 断試験結果 の 実務諸問題へ の 適用】

（発表 ： 6 編）

　TC29 国 内委員長 に よ る 「室 内 せ ん 断試 験 の 実 務 問 題

へ の 適 用 例 」 と題 し た講 演の あ と，一
般発表 （6 編）が

あ っ た 。 室 内せ ん断試験の 生 き残 りの た め に は，原位置

試験 （
一
実地盤挙動） と室内試験の 関連を明確 に す る こ

と，適用事例を分 か りや す い 形 で 公開す る こ と，等 が今

後重要 で あ る との コ メソ トが あ っ た。現場 と室内を リ ン

ク す る 物性 値 と し て ，弾性せ ん 断波速度測定 に よ るせ ん

断弾性係数 が 有望 で あ る こ と，斜面崩壊問題で は ， す べ

り面 上 の 初期 せ ん 断 を 再 現 し た試験が 必 要 で あ る こ と，
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